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第3回定例会

東根市のこんなことが決まりました
●会期　８月31日～９月17日

ポイント1

令
和
４
年
度
に「
東
根
市
立
ひ
が
し
ね

こ
ど
も
園
」が
開
設
さ
れ
ま
す

議
第
68
号
　
東
根
市
立
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
か
ら
、児
童
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
や
多
様
な
子
育
て
需

要
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
東
根
市
立
ひ
が
し
ね
こ
ど
も
園
」が

開
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
あ
り
、全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

議
　
員
　
名
称
は
決
定
か
。

子
育
て
健
康
課
長
　
こ
れ
ま
で

「（
仮
称
）東
根
こ
ど
も
園
」と
表

記
し
て
き
た
が
、「
東
根
市
立
ひ

が
し
ね
こ
ど
も
園
」が
正
式
名
称

と
な
る
。

議
　
員
　
現
在
の
東
根
、本
郷

の
両
児
童
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
、新
設
さ
れ
る
ひ

が
し
ね
こ
ど
も
園
に
全
員
入
所

で
き
る
の
か
。

　
ま
た
、医
療
的
な
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
児
童
の
受
入
れ
も
行
う

こ
と
か
ら
、入
所
説
明
会
な
ど
の

予
定
は
。

子
育
て
健
康
課
長
　
東
根
、本

郷
の
両
児
童
セ
ン
タ
ー
の
今
年

度
卒
園
予
定
を
除
く
利
用
者
全

員
に
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。こ
ど
も
園
へ
の
入

所
希
望
者
は
優
先
す
る
考
え
で

あ
る
。

　
入
所
説
明
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
あ
る
た
め
、開
催
を
見
送
っ

た
。そ
の
代
わ
り
に
窓
口
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、個
別
対
応
で

説
明
を
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

令和２年度
決 算 認 定

条 例 関 連

令和３年度
補 正 予 算

・一般会計
・特別会計（国民健康保険、東根財産区、介護保険、市営墓地、後期高齢者医療）
・公営企業会計（水道事業、工業用水道事業、公共下水道事業）

・新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める意見書の提出
について
・米の需給調整に関する意見書の提出について
・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
の提出について　ポイント３

・東根市立保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて ポイント１　ほか
・一般会計 ポイント２
・特別会計（国民健康保険、東根財産区、介護保険、市営墓地、後期高齢者医療）

項　目 件 数

９

４

人 事 案 件 ・人権擁護委員候補者の推薦
・東根市監査委員の選任２

請 願 審 査 ・新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める請願
・米の需給調整に関する請願　　※詳細は16ページをご覧下さい。２

委 員 会
発 　 議 ３

７

概　　要

※詳細は、ホームページで確認できます。

この中から３項目をピックアップ！
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第3回定例会

ポイント2

緊
急
経
済
対
策
等
に
関
す
る

補
正
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

議
第
78
号　
令
和
３
年
度
東
根
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
事
業
や
旅
館
業
等
支
援
事
業（
あ
と
宿
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
第
２
弾
）
等
の
緊
急
経
済
対
策
の
ほ
か
必
要
な
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、一
般
会
計
に
１
億
５
３
０
万
円
を
追
加
し
、２
２
８
億
６
千

４
０
９
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議　

員　

プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ

ン
事
業
の
詳
細
は
。

経
済
部
長　
市
内
在
住
者
等
を

対
象
に
、市
内
飲
食
店
で
利
用
で

き
る
５
千
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を

３
千
円
で
販
売
す
る
も
の
。

　

電
子
ク
ー
ポ
ン
と
商
品
券

カ
ー
ド
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
の

う
え
、一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入

可
能
と
す
る
予
定
。今
後
、事
業

の
詳
細
に
つ
い
て
は
実
行
委
員

会
で
検
討
し
て
い
く
。

議　

員　
こ
れ
ま
で
の
経
済
対

策
で
は
精
算
手
続
が
煩
雑
で
現

金
化
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
。

経
済
部
長　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
こ
と
で
そ
の
場
で
決
済

が
行
わ
れ
る
た
め
、事
業
者
に
よ

る
精
算
業
務
は
不
要
と
な
る
。

　
支
払
日
は
月
３
回
程
度
を
想

定
す
る
。

議　

員　

あ
と
宿
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
弾
に
つ
い
て
、
第
１
弾
と

の
違
い
は
。

経
済
部
長　
販
売
期
間
を
３
か

月
間
へ
と
倍
に
延
長
す
る
予
定
。

議　
員　
例
年
、
繁
忙
期
と
な

る
年
末
年
始
に
お
い
て
、
客
足

が
伸
び
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
の
声
が
あ
る
た
め
、

事
業
の
効
果
に
期
待
す
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

ポイント3

国
会
及
び
政
府
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
す

発
議
第
８
号　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

　
　
　
　
　
　
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
け
る
決
議
と
し
て
決
定
し
た
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、各
市
議
会
議
長
あ
て
に
依
頼
が
あ
っ
た
も
の

で
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
で
は
医
療
や
介

護
、子
育
て
を
始
め
と
す
る
社
会

保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
な
ど
に
要
す
る
財

源
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
に
伴
う
感
染
防
止
対

策
や
経
済
対
策
へ
多
額
の
予
算

が
必
要
と
な
り
、来
年
度
に
お
い

て
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
。　

　

ま
た
、近
年
は
多
発
す
る
自

然
災
害
に
伴
う
防
災
・
減
災
対

策
や
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の

新
た
な
予
算
も
必
要
に
な
っ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、全

国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会

に
お
い
て「
地
方
税
の
充
実
確

保
」・「
令
和
4
年
度
一
般
財
源
総

額
の
確
保
」・「
地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
対
応
」を
盛
り
込
ん
だ
決
議

が
な
さ
れ
た
。

　

慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
結

果
、
全
会
一
致
で
「
意
見
書
の

提
出
は
必
要
」と
の
結
論
に
達

し
た
。

発
議
内
容

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年11月1日3



東根市のお金の使い方をチェックしました東根市のお金の使い方をチェックしました
 令和２年度決算を認定！ 令和２年度決算を認定！

東根市のお金がどのように使われたのか、決算特別委員会で慎重に審議しました。
９月７日は全体会、８日と９日には３つの分科会で、より詳細に審査しました。

国庫支出金
27.9%

市税
22.6%

総務費
32.2%

民生費
23.9%

教育費
13.9%

土木費
8.5%

公債費
6.7%

県支出金
5.1%

繰越金2.0% その他 7.3%

寄附金
6.2%

市債
9.4%

繰入金
7.0%

地方交付税
12.5%

衛生費
5.3%

商工費 4.1%
消防費 2.2% その他 3.2%

一般会計歳入 一般会計歳出

294億8,757万1,350円一般会計の歳出

公営企業会計

91億4,647万8,014円特別会計の歳出総額

会　計　名 歳入決算（円） 歳出決算（円）

会計名・区分 収入（円） 支出（円）

　　　　　国民健康保険　　　　　　　　　　　4,591,574,979 4,442,851,642
　　　　　東 根 財 産 区 　　　　　　　　　　　　　2,028,670 539,341
　　　　　介　護　保　険 4,355,112,399 4,155,070,619
　　　　　市　営　墓　地 5,258,972 1,292,115
　　　　　後期高齢者医療 562,049,531 546,724,297

　水　道　事　業
 収 益 的 収 支  1,208,313,220 995,869,084

 資 本 的 収 支  43,432,505 565,460,032

　工業用水道事業
 収 益 的 収 支  225,136,046 174,713,817

 資 本 的 収 支  0 18,123,012

　公共下水道事業
 収 益 的 収 支  1,504,524,068 1,454,407,430

 資 本 的 収 支  953,992,950 1,217,255,281
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　運用開始当時は、先進的な広報手段であっ
た「ふるさとメールマガジン」は、活用から15年
以上が経過した。
　市公式LINEアカウントの運用が開始された
ため費用対効果を検証し、LINEによる情報発
信の機能強化も含め、時代にあった効果的な
広報・広聴について検討を要望した。

広報広聴事業
決算額：1,884万5,657円

　国のGIGAスクール構想に基づき、令和2年
度に児童・生徒1人1台の端末、大容量高速通
信ネットワーク整備が完了し、授業での活用が
開始された。
　今後は、使用するコンテンツの充実や教職員
の知識習得、家庭学習での活用に注力し、更な
る学習力向上に繋げることを要望した。

小学校ICT教育推進事業
決算額：1億1,897万3,784円
中学校ICT教育推進事業
決算額：6,744万5,722円

　教室不足を補うための仮設校舎は、神町中
学校が9年目を迎え校舎の増築が決まった。
　東根中部小学校は15年目を迎えたが仮設
校舎解消の目途が立っておらず、人口動態や
児童数の推移等を見極め、具体的な計画を作
成し、より安全・安心な環境とするため、仮設
校舎の早期解消を要望した。

小学校仮設校舎リース事業
決算額：370万1,350円

中学校仮設校舎リース事業
決算額：362万6,986円

　指定管理者による管理運営が行われている
施設のうち、コロナ禍での利用制限を考慮して
も、中央運動公園野球場の利用件数が他の施
設に比べて少なかった。
　施設のＰＲ強化や的確な利用者ニーズの把
握に努め、多目的な利用の可能性を研究する
ことなど、更なる利用促進を図るよう要望した。

体育施設等運営管理事業
決算額：8,780万3,518円

決算特集 総務文教分科会

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年11月1日5



　近年にない豪雪で、一斉除雪回数は19回と
例年の約２倍となった。雪押し場の確保と合わ
せ、今後とも業者と市民の協力のもと円滑な
除排雪事業の取り組みを要望した。
　農道の除雪で樹園地の交通を確保し、ハウ
スの倒壊防止や枝折れ防止、早期剪定作業等
による営農活動の推進が図られた。

市道除排雪事業
決算額：6億5,220万482円
農道除雪事業

決算額：2,438万1,487円

　コロナ禍の影響で、渡航はできなかったが、現
地エージェントやアンバサダーなど国内外の関
係機関協力のもと、タイとシンガポールにおい
て東根産フルーツのプロモーションが行われ
た。海外への販路拡大と合わせてコロナ収束後
のインバウンド観光にもつながるものであり、
引き続き事業の推進を要望した。

農産物海外販路拡大推進事業
決算額：300万円

　事業収益11億614万3,623円、当年度純利
益１億973万8,780円となり、これまで同様、高
い収益性を維持している。建設改良費は前年
度に比べ２倍以上増加しているが、老朽管の敷
設替工事を重点的に実施したためである。
　有収率向上に向けた継続的な漏水調査と、
安定供給に向けた計画的な設備等の更新に努
めるよう要望した。

水道事業会計
収益的支出決算額：9億9,586万9,084円
資本的支出決算額：5億6,546万32円

　令和元年度までは、農地の貸し手と借り手に
推進費を交付していたが、令和2年度からは借
り手のみに交付される事業に見直された。
　今後とも農地の集積を通した農業の担い手
の育成、耕作放棄地の未然防止・解消に努める
よう要望した。

高生産性農業構造確立推進対策事業
決算額：326万1,670円
遊休農地解消対策事業
決算額：171万8,000円

決算特集経済建設分科会
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厚生分科会

　犯罪のない明るいまちづくりの推進を目的
として、公衆街路灯等の整備を行う事業で、令
和２年度は新たに、さくらんぼ東根駅前大通り
に街頭防犯カメラ1基の設置を行った。
　犯罪を未然に防ぐためにも、積極的な防犯カ
メラ設置の取り組みを要望した。

安全安心なまちづくり事業
決算額：374万5,211円

　令和2年度の光熱費は2,108万8,788円で
あったが、コロナ禍において施設利用の制限を
行ったため例年よりも光熱費は下がった。
　既に省エネ効果を図るために一部遮熱シー
トを貼付けているが、ガラス面の多い建物のた
め、更に冷暖房の効果を上げ光熱費の削減が
出来るように、ガラスコーティングなどの加工
等について提案した。

さくらんぼタントクルセンター
維持管理事業

決算額：7,548万4,084円

　令和４年度までに、マイナンバーカード交
付率１００％という国が掲げる目標に対し、令
和３年７月末時点の本市の交付率は３２％と
なっている。令和２年度の取り組みは、担当職
員の増員、申請端末の追加設置等であるが、
交付率向上を目指した取り組みを続けるよう
要望した。

住民基本台帳ネットワーク事業
決算額：3,122万6,106円

　雪下ろしを自力で行うことが困難な高齢者
世帯等に、経費の5分の4を補助するもので、
上限額は2万4,000円となっている。
　昨シーズンは豪雪により雪下ろし作業の回
数が多かったことから、経済的な負担が大きい
ため、補助額の拡充を要望した。
※現在は要望を踏まえ制度の内容が見直されました。

高齢者世帯等雪下ろし支援事業
決算額：197万8,532円

決算特集

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年11月1日7



議　
員　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

は
も
と
よ
り
高
齢
者
支
援
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
つ
な
が

る
、
こ
ど
も
食
堂
や
地
域
食
堂

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市　
長　
家
庭
や
学
校
で
困
難

を
抱
え
る
子
供
や
保
護
者
は
、

経
済
面
や
人
間
関
係
な
ど
様
々

な
問
題
も
あ
っ
た
り
す
る
。
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
こ
ど
も

食
堂
だ
が
、
本
市
で
は
開
設
し

て
い
な
い
。
親
・
こ
ど
も
・
地

域
の
つ
な
が
り
は
大
き
な
効
果

が
あ
り
、
居
場
所
づ
く
り
を
含

め
関
係
団
体
と
協
議
し
検
討
し

て
い
く
。

議　

員　

厚
労
省
調
査
で
は
、

令
和
２
年
度
は
前
年
度
対
比
で

「
外
出
機
会
」
20
％
減
、「
認
知

症
・
う
つ
」５
％
増
と
あ
る
。う

つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
を
意

識
し
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
を
生

き
る
高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

市　
長　
社
協
に
よ
る
電
話
の

安
否
確
認
や
保
健
師
の
戸
別
訪

問
を
実
施
し
、
今
後
は
感
染
状

況
を
見
極
め
て
介
護
予
防
事
業

等
を
再
開
し
た
い
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅

者
支
援
は
薄
い
。
家
族
介
護
者

の
ゴ
ミ
出
し
は
課
題
だ
。
ま
ず

は
ゴ
ミ
袋
支
給
を
要
望
す
る
。

議　
員　
通
学
路
安
全
点
検
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
、
今
年
度
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　
各
学
校
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
危
険
な
通
学
路
７
路
線

は
、
7
月
に
関
係
機
関
で
通
学

路
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。

議　
員　
学
校
報
告
に
よ
る
危

険
７
路
線
の
点
検
の
詳
細
は
。

教
育
次
長　
通
学
路
安
全
対
策

協
議
会
の
教
育
委
員
会
、
生
活

環
境
課
、
建
設
課
、
村
山
警
察

署
、点
検
申
出
学
校
の
８
名
で
、

登
下
校
の
防
犯
面
を
含
め
点
検

を
行
っ
た
。
東
根
小
・
東
郷

小
・
高
崎
小
・
小
田
島
小
・
東

根
中
部
小
各
学
区
１
路
線
、
大

富
小
学
区
２
路
線
で
あ
る
。

議　
員　
文
科
省
通
知
は
、
保

護
者
や
地
域
住
民
か
ら
改
善
要

望
の
あ
っ
た
危
険
箇
所
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
、
警
察
の
助
言
で
対

策
案
を
作
成
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
保
護
者
や
地
域
の
声
を

反
映
し
、
神
町
地
区
で
要
望
の

あ
る
歩
道
や
横
断
歩
道
設
置
な

ど
早
急
に
対
処
す
べ
き
だ
。

山科　幸子 議員

東
根
市
に
な
い
こ
ど
も
食
堂

コ
ロ
ナ
禍
の
高
齢
者
支
援

通
学
路
の
点
検
と
安
全
確
保

　社会的弱者への取り組み
●こども食堂や高齢者支援について
　  安全確保は学校設置者の義務
  ●通学路の安全対策について

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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▲新庄市「みんなの広場・つばさ」
　　　　写真提供：福祉サポートセンター山形

▲体を張って見守る神町パトロール隊員



議
　
員
　
県
で
は
平
成
22
年
か

ら
令
和
2
年
度
ま
で
2
1
2
ヶ

所
の
不
法
投
棄
（
30
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
）
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
の
現
状
は
。
ま
た

そ
の
処
分
は
ど
う
か
。
　

市
　
長
　
平
成
29
年
の
林
道
終

点
で
の
一
ヶ
所
の
み
で
、
原
状

回
復
完
了
と
な
っ
て
い
る
。
通

報
の
傾
向
で
は
農
地
へ
の
投
棄

が
多
い
。
な
お
、
不
法
投
棄
の

処
分
は
原
則
土
地
の
所
有
者
に

お
願
い
し
て
い
る
。

議
　
員
　
村
山
地
区
不
法
投
棄

防
止
対
策
協
議
会
に
お
け
る
原

状
回
復
事
業
と
は
。

市
民
生
活
部
長
　
県
が
事
務
局

と
な
っ
て
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

防
止
対
策
を
行
う
も
の
で
、
住

民
が
主
体
と
な
る
原
状
回
復
作

業
を
行
う
場
合
に
協
同
し
て
回

収
作
業
を
行
う
。
ま
た
、
回
収

ゴ
ミ
の
処
分
も
行
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
住
民
が
自
ら
ゴ
ミ
の

処
分
を
行
う
場
合
の
支
援
制
度

は
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
現
在
は
な
い

が
、
住
民
に
よ
る
回
復
が
困
難

な
場
合
は
対
策
協
議
会
対
応
を

検
討
し
た
い
。

議
　
員
　
人
工
林
面
積
や
生
産

額
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。ま

た
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
法

と「
や
ま
が
た
モ
リ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
取
り
組
み
は
。

市
　
長
　
人
工
林
の
面
積
は

3
0
．2
8
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
森
林
の
22
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。生
産
額
は
平
成
20

年
度
に
1
億
円
だ
っ
た
が
、
昨

今
は
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林
経
営

管
理
制
度
に
基
づ
く
業
務
に
充

て
て
い
る
。今
後
経
営
に
関
す

る
意
向
調
査
等
を
行
い
、場
合

に
よ
っ
て
民
間
事
業
者
へ
の
委

託
等
を
考
慮
す
る
。モ
リ
ノ
ミ
ク

ス
で
は
森
林
の
多
面
的
機
能
の

持
続
的
発
揮
と
資
源
の
循
環
利

用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
　
員
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
資

す
る
た
め
に
は
健
全
な
森
林
整

備
の
た
め
林
道
整
備
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
思
う
。
担
い
手
の

育
成
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
と
併
せ
て
木
材
資
源
が
効
率

的
に
搬
出
で
き
る
よ
う
、
前
向

き
な
検
討
を
願
う
。

東海林克彦 議員

本
市
に
お
け
る
不
法
投
棄
の

認
知
箇
所
数
と
現
状
回
復
数
は

本
市
の
林
業
の
現
状
に
つ
い
て

人
工
林
面
積
や
林
業
生
産
額
は

●ごみの不法投棄問題と
　本市の林業の現状について

▲林道の倒木

▲不法投棄現場

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　
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議　

員　

市
長
は
昨
年
、大
雨 

対
応
の
反
省
や
教
訓
を
活
か
し
、

次
期
出
水
期
ま
で
に
災
害
対
策

の
体
制
を
整
え
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、新
た
な
方
針
は
。

市　
長　
防
災
対
策
の
強
化
、

地
域
防
災
力
向
上
を
図
る
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
災
害
に

強
い
ま
ち
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
第
五
次
総
合
計
画
に
て
示
し

た
。
今
後
は
、
重
点
的
か
つ
横
断

的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

議　
員　
拡
張
性
に
優
れ
た
場

所
に
建
設
さ
れ
る
（
仮
称
）
西

部
防
災
セ
ン
タ
ー
を
柱
と
す
る

防
災
施
設
及
び
災
害
用
ド
ロ
ー

ン
の
配
備
な
ど
を
想
定
す
る
防

災
資
機
材
に
つ
い
て
、
今
後
の

整
備
方
針
は
。

市　
長
（
仮
称
）
西
部
防
災
セ

ン
タ
ー
は
避
難
所
に
加
え
、
備

蓄
機
能
を
備
え
た
水
害
に
も
対

応
し
た
施
設
と
な
る
。
「
災
害

用
ド
ロ
ー
ン
」
の
活
用
は
、
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議　
員　
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
と
い
う
２
つ
の
避
難
情
報
が

避
難
指
示
へ
一
本
化
さ
れ
た
。

市
民
へ
の
周
知
状
況
は
。

総
務
部
長　
出
水
期
を
前
に
市

報
に
特
集
を
組
ん
だ
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
て
周
知
を
図
っ
た
。

議　
員　
極
め
て
重
要
な
変
更

で
あ
り
、
周
知
の
更
な
る
徹
底

を
要
望
す
る
。
ま
た
、
ダ
ム
放

流
に
関
す
る
住
民
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
対
策
を
求
め
る
。

市　
長　
白
水
川
堤
防
の
か
さ

上
げ
工
事
は
年
度
末
ま
で
に
完

成
予
定
で
あ
り
、
平
内
川
排
水

樋
門
の
改
修
も
行
わ
れ
る
。
流

域
治
水
は
、
市
の
雨
水
幹
線
整

備
な
ど
、
国
県
市
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
集
中
的
に
実
施
す
る
。

議　
員　
堤
防
か
さ
上
げ
延
長

と
平
内
川
河
川
改
修
に
向
け
た

県
へ
の
要
望
活
動
強
化
、小
田

島
地
区
を
は
じ
め
内
水
被
害
の

抜
本
的
調
査
と
対
策
を
求
め
る
。

議　
員　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
総

括
と
今
後
へ
の
展
望
は
。

市　
長　
取
り
組
み
で
得
ら
れ

た
絆
や
人
材
を
大
切
に
、共
生
社

会
の
進
化
と
ド
イ
ツ
と
の
交
流

促
進
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

齋藤俊一郎 議員

防
災
・
減
災
・
強
靭
化
に

　
資
す
る
新
た
な
市
政
方
針
は

災
害
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
と

　
　
防
災
公
園
の
整
備
を
提
案

避
難
情
報
の
基
準
変
更
周
知
は

ド
イ
ツ
と
の
姉
妹
都
市
へ
期
待

河
川
の
強
靭
化
と
流
域

　治
水
の
整
備
促
進
を
求
め
る

　安心に繋がる、防災拠点等の整備
●「災害に強いまちひがしね」を実現
　  未来に繋がる、共生社会とドイツ交流
  ●五輪ホストタウンの検証とレガシー構築

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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7月 静岡県熱海市で発生した土砂災害
によるドローンを活用した活動
（提供：総務省消防庁）



議　
員　
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推

進
を
行
う
上
で
、
具
体
的
な
動

き
と
計
画
は
。

市　
長　
日
本
情
報
通
信
㈱
と

基
本
合
意
書
を
取
交
し
、４
月

に
は
デ
ジ
タ
ル
変
革
推
進
室
を

立
ち
上
げ
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。今
後
、実
施
内
容
や
工
程

な
ど
を
整
理
し
、計
画
的
に
デ

ジ
タ
ル
変
革
を
推
進
し
て
行
く
。

議　
員　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
と
今
後
の

普
及
促
進
は
。

市
民
生
活
部
長　

７
月
末
時
点

で
３
１
．９
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
交
付
円
滑
化
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

議　
員　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
て
４
カ
月
だ
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
反
応
や
成
果
は
。

市　
長　

９
月
１
日
現
在
の
登

録
者
数
は
約
９
５
０
０
人
で
、

非
常
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約

に
つ
い
て
は
、
混
乱
の
抑
制
と

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

議　
員　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
様
々

な
機
能
が
あ
る
が
、
今
後
の
利

用
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
現
在
の
メ
ニ
ュ
ー

は
コ
ロ
ナ
関
連
情
報
が
メ
イ
ン

だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
で

の
利
用
が
落
ち
着
い
た
ら
、
効

果
的
な
運
用
に
向
け
研
究
す
る
。

議　
員　
ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
た
市
税
等
の
納
付
現

状
と
今
後
の
周
知
は
。

市　
長　
運
用
を
始
め
た
４
月

か
ら
７
月
ま
で
の
利
用
実
績
は
、

６
１
０
件
。
ま
た
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
は
、
２
７
１
件

で
あ
る
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
行
く
。

議　
員　
市
民
の
利
便
性
が
向

上
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
小
口

現
金
の
決
済
や
児
童
セ
ン
タ
ー

等
の
使
用
料
等
も
今
後
は
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済

対
策
に
お
い
て
、
効
果
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。 

経
済
部
長　
推
進
・
整
備
は
必

要
で
あ
る
が
、
消
費
者
と
事
業

者
の
双
方
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
実
現
に
繋
げ
て
行
く
事
が

求
め
ら
れ
る
。

●本市のデジタル変革の
　　　推進について

高橋　弓嗣 議員

（デジタルトランスフォーメンション）

～誰一人取り残さない
人に優しいデジタル化を目指して～

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の

　
　
　
　
経
済
対
策
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
の

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
に

　
向
け
た
動
き
と
今
後
の
計
画

東
根
市
L
I
N
E

　 

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て

▲デジタル社会においてマイナンバーカードは
重要。保険証としても使えるようになります。

▶
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
の
他
に
防
災
情
報
な

ど
、市
民
生
活
に
直
結
す
る
情
報
が
迅
速
に

発
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　
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議　
員　
第
１
回
定
例
会
で
放

置
自
動
車
の
処
理
に
関
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
た
が
、
現
場
で

の
放
置
自
動
車
に
動
き
は
見
ら

れ
な
い
。
早
め
に
手
を
打
つ
べ

き
で
は
な
い
か
。

市　
長　
条
例
制
定
後
、
法
的

根
拠
に
基
づ
い
た
撤
去
・
処
分

の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
今

年
度
は
放
置
期
間
が
長
期
に
及

ぶ
２
台
分
を
、
撤
去
勧
告
の
手

続
き
中
。今
後
も
適
宜
、撤
去
・

処
分
を
進
め
て
い
く
予
定
。

議　
員　
放
置
自
動
車
が
な
く

な
ら
な
い
原
因
と
、
現
在
の
台

数
は
。

経
済
部
長　
現
在
の
放
置
台
数

は
11
台
を
確
認
し
て
い
る
。

　
放
置
自
動
車
が
な
く
な
ら
な

い
原
因
と
し
て
は
、
駅
前
駐
車

場
の
立
地
の
良
さ
や
無
料
で
あ

る
こ
と
な
ど
気
軽
に
駐
車
し
や

す
い
施
設
で
あ
る
た
め
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
は
注
意
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議　
員　
よ
り
一
層
の
撤
去
、

処
分
の
迅
速
化
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

議　
員　
第
２
次
東
根
市
地
域

福
祉
計
画
策
定
に
当
た
り
、
課

題
と
な
っ
た
こ
と
は
何
か
。
ま

た
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
自

助
、
共
助
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
地
域
へ
の
対
応
は
。 

市　
長　
地
域
福
祉
推
進
の
課

題
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る

地
域
課
題
に
取
り
組
む
「
地
域

共
生
社
会
」
を
い
か
に
構
築
す

る
か
で
あ
り
、
こ
の
た
め
地
域

に
お
け
る
自
助
、
共
助
、
公
助

の
強
化
が
必
要
。ま
た
、自
助
、

共
助
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
地

区
に
対
し
て
は
、
市
独
自
で
民

生
委
員
に
加
え
福
祉
推
進
員
を

配
置
す
る
ほ
か
、
公
助
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

議　
員　
今
回
の
計
画
策
定
に

当
た
り
実
施
し
た
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
特
徴
は
。

健
康
福
祉
部
長　
人
と
人
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
東
根
市

が
「
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た

方
が
前
回
調
査
よ
り
多
か
っ
た

の
も
特
徴
。

議　
員
「
住
み
や
す
い
」
と
答

え
た
方
が
多
く
な
っ
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
。

植松　宏 議員

放
置
自
動
車
は
何
故

　
　
　
　な
く
な
ら
な
い
の
か

高
齢
者
の
進
行
と

　
　
地
域
福
祉
推
進
の
課
題
は

●さくらんぼ東根駅前
　　放置自動車への対応は？
 ●第２次東根市地域福祉計画
　　　課題は何か？

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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▶
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
を
計

　
画
期
間
と
す
る
「
第
２
次
東
根
市
地
域
福

　
祉
計
画
」

▲放置自動車が課題となっている
さくらんぼ東根駅前駐車場



議　
員　
「
道
の
駅
」
整
備
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

市　
長　
市
農
協
の
本
所
移
転

後
「
よ
っ
て
け
ポ
ポ
ラ
」
周
辺

に
「
道
の
駅
基
本
計
画
」
の
策

定
を
令
和
４
年
度
に
実
施
す

る
。
ま
た
、
今
年
度
、
県
が
策

定
し
た
「
新
広
域
道
路
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
お
い
て
本
計
画
が
「
道

の
駅
配
置
構
想
」
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
従

来
の
休
憩
・
情
報
発
信
・
地
域

連
携
の
基
本
３
機
能
に
加
え
災

害
時
の
活
動
拠
点
や
住
民
の
避

難
場
所
の
機
能
を
考
慮
し
な
が

ら
「
防
災 
道
の
駅
」
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

議　
員　
道
の
駅
整
備
に
伴
う

周
辺
施
設
間
の
ア
ク
セ
ス
と
安

全
性
の
確
保
は
。

建
設
部
長　
基
本
計
画
で
は
市

民
体
育
館
出
入
口
の
交
差
点
改

良
や
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
、
県
や

公
安
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

議　
員　
施
設
間
を
結
ぶ
歩
行

者
通
路
の
工
夫
を
期
待
す
る
。

議　
員　
東
根
市
の
農
家
は
、

こ
の
５
年
間
で
約
１
割
減
っ
て

い
る
。
農
業
従
事
者
の
減
少
と

高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

市　
長　
ご
指
摘
の
件
に
つ
い

て
は
特
に
重
要
な
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
第
５
次
東
根
市
総
合

計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ

て
い
る
。
新
規
就
農
・
認
定
農

業
者
等
に
対
す
る
支
援
策
を
積

極
的
に
展
開
し
、
後
継
者
の
確

保
と
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ

る
。ま
た
、法
人
化
の
推
進
、農

地
の
集
積
・
集
約
、規
模
拡
大
を

後
押
し
し
、耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
取
り
組
む
。

議　
員　
本
市
で
の
就
農
希
望

者
へ
向
け
た
P
R
の
内
容
は
。

経
済
部
長　
移
住
・
定
住
部
門

と
連
携
し
、
開
設
予
定
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
の
情
報
発
信
、
首
都
圏
等
で

行
わ
れ
る
新
農
業
人
フ
ェ
ア
な

ど
様
々
な
場
面
に
お
い
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
就
農
に

つ
な
が
る
例
も
あ
る
事
か
ら
隊

員
募
集
を
展
開
し
て
い
く
。

議　
員　
今
後
も
新
規
就
農
者

の
ニ
ー
ズ
を
汲
ん
だ
支
援
策
の

充
実
を
要
望
す
る
。

●ポストコロナを見据えた
　　　にぎわい創出の整備を！！

滝口　公一 議員

▲JA農産物直売施設「よってけポポラ」

道
の
駅
を
含
む
大
森
山
公
園

 

に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
に
つ
い
て

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

　
　
　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

●厳しさを増す農業環境
　　　東根市の取り組みは？

▲刈り取り作業に励む若手後継者

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　
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議　
員　
要
介
護
高
齢
者
が
利

用
す
る
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
等

の
料
金
の
一
部
助
成
と
し
て
、

１
枚
３
千
円
の
利
用
券
、
年
間

24
枚
を
申
請
に
よ
り
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
対
象
者
を
「
リ
フ
ト
付
車
両

ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
装
着

車
以
外
で
の
移
動
が
困
難
で
、

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
た
者
」
と
し
て
い
る
が
、

自
力
で
起
き
上
が
る
こ
と
が
で

き
ず
、
介
助
を
し
て
椅
子
に
座

ら
せ
る
と
座
位
は
保
て
る
が
歩

行
は
困
難
で
、
通
院
等
の
た
め

の
移
動
は
車
椅
子
を
利
用
す
る

方
で
も
、
介
護
度
が
障
壁
と
な

っ
て
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
制
度
が
現
場
の
実
情
に
合
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市　
長　
要
介
護
度
の
要
件
に

該
当
し
な
い
た
め
に
、
同
じ
よ

う
な
身
体
状
況
で
あ
っ
て
も
制

度
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
、
こ
う
し
た
点
が
課
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

議　
員　
介
護
保
険
施
設
等
の

施
設
入
所
者
を
対
象
外
に
し
て

い
る
こ
と
は
、
一
時
的
に
介
護

保
険
施
設
等
の
施
設
に
入
所
さ

れ
た
方
が
、
介
護
保
険
の
対
象

に
な
ら
な
い
通
院
等
を
家
族
の

送
迎
に
よ
っ
て
行
う
ケ
ー
ス
は

普
通
に
あ
る
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
在

宅
復
帰
を
目
的
に
す
る
施
設
で

あ
る
が
、
居
宅
介
護
を
さ
れ
て

い
た
方
が
一
時
的
に
で
も
施
設

に
入
所
さ
れ
た
途
端
に
対
象
か

ら
外
れ
、
切
り
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

市　
長　
施
設
外
の
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
に
通
院
す
る
場

合
等
、
家
族
が
送
迎
を
行
う
ケ

ー
ス
も
制
度
の
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
。

　
改
め
て
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、よ
り
実
態
に
即
し
た
制

度
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

議　
員　
本
来
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
市
民
に
行
き
届
か
ず
、

使
い
勝
手
が
悪
く
、
使
い
た
く

て
も
使
え
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
量
的
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
利
用
目
的
を
限
定
せ
ず
、

少
し
で
も
早
く
要
介
護
高
齢
者

や
ご
家
族
に
と
っ
て
、よ
り
使

い
や
す
い
制
度
へ
と
進
化
さ
せ

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●東根市高齢者移動サービス事業

河村　豊 議員

要
介
護
高
齢
者
が

　
　
　
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

東根市高齢者移動サービス事業とは
　本市に住所を有し、リフト付車両又はストレッチャー装着車以外での移動が困難であり、
要介護４又は５の認定を受けた者が交付を申請できる。但し、介護保険施設等の施設入所者及
び東根市障害者社会参加移動促進事業規則に基づく福祉タクシー
利用券の交付を受けた者は除く。

申　請　月 交付枚数
４月から６月まで
７月から９月まで
10月から12月まで
１ 月から３月まで

24枚
18枚
12枚
６枚

現状の利用目的
・医療機関への通院及び入退院
・介護保険サービス事業所等へ
　の通所及び入退所

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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交通手段の確保と経済的負担を軽減
利用者の利便性向上と福祉の増進



議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
米
の
需
要
が
落
ち
込
み
、

他
県
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

産
米
概
算
金
が
令
和
２
年
産
米

に
比
べ
、
２
割
程
度
落
ち
込
む

旨
の
報
道
が
先
般
な
さ
れ
た
。

米
の
消
費
が
伸
び
悩
む
中
、
今

年
は
、
作
況
指
数
が
1
0
2
と

豊
作
だ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
生
産

コ
ス
ト
に
お
い
て
は
値
下
げ
の

見
通
し
が
見
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
市
は
Ｊ
Ａ
や
農
家
と
協
議

し
、
有
効
な
米
政
策
を
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市　
長　
令
和
３
年
産
米
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
需
要
減
や
、
令
和
２
年
産

米
の
過
剰
在
庫
、
今
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
の
見
通
し
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
価
格
下
落
が
予

想
さ
れ
る
。
本
県
に
お
い
て
は

近
日
中
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
、
同
様
の
価
格
の
落

ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
と

し
て
は
ナ
ラ
シ
対
策
や
様
々
な

制
度
を
活
用
し
、
稲
作
農
家
を

守
り
今
後
の
営
農
継
続
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
要

請
を
行
う
な
ど
の
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
た
め
、
今
後
国
の
動

向
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議　

員　

本
市
は
県
内
自
治

体
の
中
で
も
い
ち
早
く
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
。
ま
た
県
内
自
治
体

で
初
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1

の
認
証
を
受
け
、
環
境
先
進
都

市
と
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
、
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
策

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向

け
、
取
り
組
み
を
計
画
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市　
長　
石
炭
や
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

有
効
な
候
補
で
あ
る
。実
際
に
、水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
も
全

国
で
進
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、整

備
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。本
市
に
お
い

て
も
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
適
切
な
時
期
を
見
極

め
、推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●米の政策及び
　　今年度概算金の方向性は

清野　忠利 議員

不
安
を
抱
え
る
米
生
産
農
家
へ

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

●ゼロカーボンシティ実現に
　　向けた取り組みは

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　

15 ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年11月1日



東根市の債務状況
◆市債の残高
　市債（市の借金）残高は、過去５年間184億円
～199億円の範囲で推移しています。
　同時期の実質公債費比率＊も6.6％～9.6％
の範囲で推移し、市債を発行するために国の
許可が必要となる18％からは大きく下回って
います。
　しかし、本市の公共施設やインフラの整備状
況、国の厳しい財政状況を考慮した場合、引き
続き、注視していく必要があります。

＊実質公債費比率
　市の収入に対する市債の償還額（公債費）などが占める割合を示す数値で、この数値が大きいほど柔軟な財政運営
　が難しくなります。

◆市債の発行額と元利償還額
　市債の発行額は、大型事業の進捗等によ
り波はありますが、元利償還額（元金と利子
を合わせた返済額）は毎年度19億円程度で
推移し、計画的に返済しています。
　元利償還額の一部は、国がその財源を措
置することとなっていますが、累増しており
注視が必要です。
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願
の
内
容

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
の
需
給
と
米
価
下
落
へ
の
対
策

　
を
求
め
る
も
の

委
員
会
で
の
審
査

　
○
米
は
日
本
の
主
食
で
あ
り
、
安
定
し
た
価
格
を
実
現

　
　
す
る
た
め
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
○
長
期
的
な
視
点
で
の
新
た
な
方
策
、
米
農
家
が
安
心

　
　
し
て
経
営
で
き
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
○
飼
料
米
へ
の
転
換
に
は
、
処
理
施
設
の
普
及
や
畜
産

　
　
農
家
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
米
を
保
管
す
る
低
温
倉
庫
の

　
　
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
↓
　
全
会
一
致
で
「
採
択
」

本
会
議
で
の
審
査

　
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、

　
全
会
一
致
で「
採
択
」と
な
り
、　

　
国
会
や
国
の
機
関
に「
意
見
書
」

　
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｑ．　請願とは。
Ａ．国民が公的機関に意見や実現して欲しいことなどを文書で申し出ることです。議会では、採択
　　か不採択かを審議し、採択した場合は、国会や関係する国の機関等に意見書を提出します。
　　請願を提出する権利は、憲法で保障された国民の権利です。東根市議会では、請願や陳情を
　　市民からの政策提言と捉え、しっかりと審議しています。
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広域組合議会等概要報告広域組合議会等概要報告

令和２年度 広域組合等決算 （円）

本市実質負担
割合

本市実質負担額
※交付税を除いた額

負担金総額
（うち交付税額）

歳出決算

歳入決算

令和２年度

1,007,281,000
（346,047,000）

941,177,000
（79,143,000） 62,632,000 611,140,000 25,842,650,852

23,835,480 972,458,080

942,455,917 2,284,334,182 63,573,360 604,704,444 149,256,563,710

735,280,580

5,507,698,166

5,328,261,273 2,368,351,103 70,035,106 661,164,127 156,950,252,174

327,864,500 276,482,000 29,783,000

49.5% 32.0% 47.5% 3.9% 3.7%

●北村山公立病院組合議会　　　　　　　第２回定例会　７月29日開催
　 （東根市、村山市、尾花沢市、大石田町）　第１回臨時会　８月23日開催
　
●東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　第２回定例会　７月19日開催
　 （東根市、村山市、天童市、河北町）　　　　第１回臨時会　８月17日開催
　
●河北町ほか２市広域斎場事務組合議会　
　 （河北町、村山市、東根市）　　　　　　　８月定例会　　８月26日開催
　
●山形県後期高齢者医療広域連合議会　　　　
　 （県内35市町村）　　　　　　　　　　　７月定例会　　７月30日開催

ピックアップ

ピックアップ

ピックアップ

北村山公立病院組合 山形県後期高齢者
医療広域連合

収益的収支 資本的収支 一般会計 特別会計

東根市外
二市一町
共立衛生処理
組合

河北町ほか
２市広域
斎場事務組合

北村山公立病院組合議会　第１回臨時会
●議長に髙橋光男議員を選出した。
●監査委員の辞職に伴い、青野隆一議員（尾花沢市）の選任に同意した。
　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　第１回臨時会
●議長に片桐勝寿議員を選出した。
●法律改正に伴う条例改正や、歳出予算組替による補正予算について原案のとおり可決した。
河北町ほか２市広域斎場事務組合議会　８月定例会
●令和２年度決算について、原案のとおり認定した（下表を参照）。
●霊柩車１台を更新するため、指名競争入札による720万円の契約を締結することについて原案のとお
　り可決した。
●新型コロナウイルス感染症対策として、待合室に設置する空気清浄機、パーテーションの購入費用を
　含む補正予算を原案のとおり可決した。
●監査委員の辞職に伴い、河村豊議員の選任に同意した。

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年11月1日17
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問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp
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と
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た
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こ
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ら
も
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を
と
り
、
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国

大
会
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を
目
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し
て
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し
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い
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ま
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、
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令和３年第3回定例会では、延べ30名の皆様に議会を傍聴していただきました。

11月30日（火）　本会議
　　　　　　    予算特別委員会
12月6 日（月）　本会議（一般質問）
      7 日（火）　本会議（一般質問）
      9 日（木）　本会議（総括質疑）
　　　　　　    予算特別委員会
　　　　　　    各常任委員会

12月10日（金）　各常任委員会
     16日（木）　予算特別委員会
　　　　　　    本会議

令和３年第4回定例会

日程のお知らせ
11月30日から
12月16日まで ※日程は、招集告示後の議会運営委員会を経

　て、定例会初日の本会議で正式決定します。
　詳しくは議会事務局にお問い合せください。

「東根市議会における新型コロナウイ
ルス感染症対策方針」に沿った傍聴に
ご協力をお願いいたします。

開催予定
傍聴を希望される場合は、新型コロナウイ
ルス感染症対策として、手指の消毒・マス
クの着用にご協力をお願いいたします。
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